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2025年度の日本雪工学会賞には学術賞1件，技術
賞1件の推薦がありました。表彰委員会（別掲）で
は推薦者から提出された資料を基に厳正に審査を行
い，下記のような理由により，学術賞として齋藤 
佳彦氏が，技術賞として特定非営利活動法人中越防
災フロンティアが，それぞれ相応しいとの結論に達
し，2026年3月27日に行われた理事会に諮り承認
されました。受賞者，業績名と授賞理由は以下に示
すとおりです。

学術賞：齋藤佳彦 氏
業績�名：MPS法による雪崩シミュレーションの実

務利用に関する研究
齋藤佳彦氏は，雪崩発生区からデブリの到達範囲
を予測することを目的として，粒子法の一種である
MPS法（Moving Particle Simulation）を用いた雪
崩シミュレーションの適用性に関する研究を行っ
た。本研究では，実斜面における雪崩発生状況の実
測データとの比較により，MPS法による雪崩挙動
の再現性を検証するとともに，減勢工，誘導工およ
び阻止工など各種雪崩対策工の効果について解析を
行った。その結果，MPS法が実際の雪崩挙動を適
切に再現できることを示すとともに，対策工の効果
評価や設計に有用な知見を示した。本研究は，雪崩
対策の計画・設計における数値解析手法の発展に寄
与する成果である。
以上のことから，日本雪工学会学術賞に相応しい
ものと判断した。

技術賞：特定非営利活動法人中越防災フロンティア
業績�名：除雪有償ブースター制度（YUBO）の開発

と地域共助除雪の新たな仕組みの構築
特定非営利活動法人中越防災フロンティア（理事

長 田中　仁）は，豪雪地域における除雪作業の担
い手不足に対応するため，除雪有償ブースター制度

（YUBO）を開発し，地域共助による除雪支援の新
たな仕組みを構築した。本制度は，地域の除雪共助
組織の作業予定や人員不足に応じて，地域外の協力
者である有償ブースターとマッチングする仕組みで
あり，LINEアプリを活用することで迅速な人材確
保を可能としている。これにより，豪雪地域におけ
る担い手不足や高齢化の課題に対し，継続可能な除
雪支援体制の構築に寄与している。
以上のことから，日本雪工学会技術賞に相応しい

ものと判断した。
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